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サイエンスキャンプ事務局 TEL:03-3212-2454 E-mail:camp@jsf.or.jp

独立行政法人 森林総合研究所 関西支所
京都府京都市伏見区桃山町永井久太郎68番地
（「京都駅」から近鉄京都線で約10分。
「近鉄丹波橋」下車、徒歩約10分）
URL： http://www.fsm.affrc.go.jp/
宿泊場所：旅館 寿々喜荘（予定）

10名

（1）森林の炭素蓄積メカニズムの概説
森林が炭素を吸収するメカニズムについて学習しても
らいます。

（2）樹木の掘り出し作業
実験林内で試験木の根を掘り出します。手作業も交え
掘り出しますので、樹木の根が土の中でどのようにな
っているか観察してみてください。

（3）樹木の重量計測
地上部班と地下部班の2班に分け、葉や枝・幹・根な
どの部位毎に採取し、それぞれの重量を測定後、野帳
に記録します。

（4）根の量の推定式作成
野帳に記録したそれぞれのデータをパソコンに入力
し、地下部の推定式を作成します。

７月２９日（水）
13:00～13:30 開講式、研究所の概要説明
13:30～14:30 オリエンテーション

（講師紹介、参加者紹介、森林の炭素
蓄積メカニズムの概説、作業手順の
説明など）

14:30～17:20 試験木の根の掘り出し作業

７月３０日（木）
9:00～12:00 樹木の重量計測
12:00～13:00 昼食
13:00～17:20 樹木の重量計測、

パソコンへのデータ入力
17:30～19:00 講師等との交流会

７月３１日（金）
9:00～12:00 パソコンへのデータ入力、

推定式作成及び発表準備
12:00～13:00 昼食
13:00～14:15 発表準備及び発表会
14:15～14:30 閉講式

実習は、適宜休憩を交えながら行います。

（参考論文）
冷温帯産樹木の根量アロメトリー
http://www.jstage.jst.go.jp/article/jfsc/
120/0/249/_pdf/-char/ja/

カラマツ若齢林の地上部・地下部バイオマス量
http://www.pref.iwate.jp/̃hp1017/kenkyu/naibu/
sokuho/sokuho151-200/187.pdf

3日目

2日目

1日目

スケジュール（予定）

プログラム関連Webサイトの紹介

募集人数

キャンプの実習内容（予定）

会　場

森林は、地球温暖化の主な原因物質である二酸化炭素を吸収・蓄積してい
ます。その蓄積量を推定するためには、地下部の根の量を測定することも重
要です。樹木地下部の根の量の測定は容易にできないため、実際に土を掘り
起こし根の量を測定した例はあまりありません。
今回のキャンプでは、試験木の根を実際に掘り出して重量を測定し、根と

地上部との割合から、根の量の推定式を作成します。実際に根を掘り出すこ
とで、普段みることができない、樹木の根の様子を確認することもできます。
森林の炭素吸収や蓄積メカニズムについて理解してもらうとともに、地球

温暖化についていっしょに考えてみましょう。

森林の炭素量推定～樹木地上部から根の量を推定する～

会期：2009年7月29日（水）13：00 ～ 7月31日（金）14：30 2泊3日
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